
   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

   

 

                                                                                       

研究セミナー５ 発表の仕方を工夫しよう 
日時：令和４年１１月２７日（日）１３：３０～１６：００ 

場所：千葉市科学館８階科学実験室 A       参加者：１２名 

講師：千葉大学教育学部附属中学校 吉本一紀先生  千葉市立川戸中学校 長沼侑生先生 

【受講生の感想】 
・発表するスライドやレポートについて、具体的にどこに注意し、何を考えてつくれば良いのかを知ることができ
た。写真やグラフは内容量が多く、入れると密度が上がるということで、これからつくるレポートにはできる限
り見た人に分かりやすく、写真を多く加えたいと思う。見出しやタイトルや強調するところによって全く見え方
が変わることに驚き、また、細かい部分にも気をつけていきたいと思う。 

・今日の吉本先生のお話を聞いて、プレゼンの練習の際に相手に本音でアドバイスしてもらう方法や他にも写真の
見出しをつけることなど、取り入れることでぐっと良くなる報告書やスライドの使い方を教えて頂けたので家に
帰ったら自分のものと比べて改善したいと思います。まだ追加実験ができるような気もするのでもう少し案を出
して高度なものにしたいです。 

・昨年の報告書を見る事ができ、具体的な完成形がイメージできた。パワーポイントの作成にはまだ着手していな
いが、伝えたい情報が割と多いので効果的に伝えられる方法を学ぶことができて良かった。自由研究についても
色んな人のアイデアを聞けたのでさっそく改善して提出したい。 

・小学校でよくプレゼンをしていて発表することにはなれていたけど分かりやすいスライドの作り方を教えてもら
ったことはなかったので、とてもためになりました。私はいままでスライドにたくさん文字をかいてしまってい
たので、これからは要点だけを書いて矢印でつなげるなど分かりやすいスライドを作りたいです。 

・今回の講座で、発表する時に伝わりやすくなる方法や、書式やフォントを変えることの効果が具体的にわかりま
した。また、最終的な進路や、スライドを作る道筋がよくわかり、とてもありがたかったです。今回のヒントを
使い、優良なスライドを作りたいです。 

・１度、報告書を提出していますが、ここから今日習ったことを生かしてもう一度手を加えていきたいと思いまし
た。今日習ったとこは今回だけでなく、学校の発表などでも使えることだと思うので、生かしていきたいです。 

 

研究内容が同じでも、発表の際のちょっ

とした工夫で、伝わり方が違います。 

聞く側にも大切なポイントがあるよ 

点を打たないと意味が違って 

伝わりそうだね！！ 

原稿をつくるメリット・デメ

リットはあるかな？ 
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